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シリーズ

寺脇利信1・新井章吾2

はじめに

本シリーズでは，第一回で富山県氷見市宇波地先

を，第二回で北海道厚岸郡浜中町散布地先を，第三回

で神奈川県横須賀市秋谷沖・尾ヶ島地先を，そして第

四回で宮崎県川南地先を報告した。筆者らとしては，

本州日本海沿岸のガラモ場，北海道沿岸のコンプ場，

本州太平洋沿岸のアラメ・カジメ場，そして九州太平

洋沿岸のクロメ場の景観について，まずは典型的な一

例ずつを挙げた。その中で，コンブ漁場の造成および

カジメ場での実験的な操作などによって，海底の藻場

の景観が短期間で変化すること，さらにその状態の持

続期間には限界があることについても一部を記録し

た。さらに，宮崎県川南地先では，圧倒的な魚類の食

圧により，短期間に藻場が衰退し，その景観に劇的な

変化も生じ得ることを経験した。川南地先の藻場の景

観が再び変化する日が来るものかどうかについても，

強い関心を維持している。

各地の藻場の景観模式図および記述から，大型褐藻

を中心とした海藻類に関する生態遷移，または同ーの

生育基質をめぐる種間競合などの概要が，おぼろに浮

かび上がってくるように感じる。もちろん，それぞれ
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の地先ごとに，研究を進める上での証拠の取得にあた

り，さらに詳細な調査・検討が必要なことは，言うま

でもない。筆者らも，本シリーズでは，海底での藻場

の景観の紹介を通じての問題提起を本意としており，

論じすぎることの無いように気をつけたい。

今後は，再ぴこれまでと同様の順番で，瀬戸内海な

ども含めた日本各地の沿岸の地先を巡りながら報告を

続けたい。そLて，自然の生育基質に加え，次第に人

工の生育基質での藻場の景観も挿入し，読者の方々の

想像力を刺激するとともに創造力の発揮に寄与できれ

ば幸いである。

5.新潟県能生町百川地先

現地の概要と方法

本州の日本海沿岸中部，新潟県南西部の能生町百川

地先(図1)では，海岸は基本的に砂浜である。しか

し，妙高山系の尾根筋の一部にあたるとみられる岩盤

が数本，海岸の砂浜の所々からほぼ北向きの沖出し方

向に伸びており，水深10m以深まで続いている。その

中で「メジマ沖」と呼ばれる岩盤は稜線にあたる頂上

部では北面の沖方向に緩やかな勾配(傾斜角度10-20
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図1.新潟県能生町百川地先の概略位置
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図2.新潟県能生町百川地先の水深5-9mにおける藻場の景観様式図

度)であるが，頂上部から裾野へ|探りる斜面にあたる

東・西の両面では急勾配(傾斜角度40-50度)の岩

盤が続いている。

19891r=' 6月28日に， SCUBA 潜水により， rメジマ

沖jの岩盤で，北面の頂上部がほぼ水深5mであり，東

西に面した斜面が水深9mで砂泥底に接する場所を選

定した。一辺50cmの方形枠を用い，頂上部(水深4.7m)，

東・西斜両面の水深6ム 7ム 9.0mの岩面において枠

内に生育していた大型海藻類を刈り取り採集した。刈

り取ったi築体については種別に，最大藻長，個体数，生

重量を計調yし，成熟状況を観察した。

結果

頂上部(水深4.7m):多年生ホンダワラ類のノコギ

リモク Sargassummacrocarpum C.Agardhが最大藻長

O.4m， 28個体1m2で，成熟し，圧倒的に優占しており，

アラメ・カジメ類のクロメ EckJoniakurome Okamuraが

わずかに混生していた。ノコギリモクなどホンダワラ

類とクロメの合計の現存量は1.4kg f. w./m2であった。

斜面部の水深 6.5m:西面では，ノコギリモクが最

大藻長0.6m，16個体1m2で，成熟し，純群落を形成し

ており，現存量は 2.5kg f.w./m2であった。一方，東面

ではクロメが，最大謀長O.4m，20個体1m2で，純群落

を形成し，現存量は 1.3kg f. w .1m2であった。

斜面部の水深 7.3m:西面ではヨレモク Sargassum

siJiquastrum (Mertens ex Tumer) C. Agardhが最大藻長

0.2m， 12個体1m2であり，クロメが最大藻長0.3m，4 

個体1m2と混生し，ヨレモクとクロメの合計の現存量

は0.2kg f.w./m2と水深6.5mよりも小さくなった。一

方，東面ではクロメが，最大藻長O.4m，12個体1m2で，

純群落を形成し，現存量は0.8kg f.w./m2と水深6.5mよ

りも小さくなった。

斜面部の水深9.0m:西商および東面の両面とも砂

商との境界域で，海藻類が生育していなかった。

まとめ

日本海に面する新潟県能生町百川地先において，北

向きに沖出しする岩盤の水深5mの頂上部では，多年

生ホンダワラ類のノコギリモクが圧倒的に優占した

(図2)。酉斜面では，水深5mから 7m付近までノコギ

リモクが純群落を形成し，水深7m以深ではヨレモク

にクロメが混生し，水深9mでは砂面の境界域となり

海藻類がみられなかった。東斜面では，水深5mから

7m付近までクロメが純群落を形成し，水深7m以深で、

はクロメが減少し水深9mでは砂面の境界域となり

海藻類がみられなかった。

注目点

能生町百川地先では，西斜面にホンダワラ類の群落

が形成され，東斜面でクロメ群落が形成されていた。
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にMr!lが接近した場合に泌体の流失が激しいため，海

水流動の~rtiい場所でも生育カ{flìlJ限されにくいと考えら

れる。また，太平洋沿岸において，安定した大型のカ

ジメ liY'務内では ， 光量;が少ないためにホンダワラ ~lの

幼体の生育が阻告される (毛IJお・新井 2000)。

以ヒのことな どから，日本海沿岸の海水流動が強い

場所においては，カジメに類似するクロメが冬の厳し

いがけ良条件によって生育をf!ilJlg;(され，その結果，ホン

ダワラ~j'l俊市の1洋古与が封一統していると考えられる 。

謝E宇

治水観察にごIth力いただいた (財)海洋生物環境研

究所の山本正之氏，および，観察地点の確保にこ協力

いただいた能生111)漁業協同組合に感謝する。本棋式医l

写点l新潟県能生町百川地先に生育するクロメの形態(成体) の公s.:.に|努し使"1:を図って下さった (M)'，lJ:力[1'央研

究所にお干しを 111し仁げる。

当其 (1994)は，琉球列島における一巡の研究により，

海草 ・藻類の生育益や水平的分布が，生77地の地]仰せ

特徴および冬の季節風の影響によって， flilJl浪を受けて

いることを明らかにしている。海水流動が，海草必

類の垂直分布のみならず水平分布をも flilJ限する・Ji実

は，お而の方位によって著しく異なるifij:l制作落構造を

珪!解する上で霊安な情報である。

能生町に近い能登半島でも ，岩陰や水泌がj来いこと

などの条件により ，北西方向からの冬の季節風による

波浪が遮蔽される場所に，クロメが::i::に生育する(筒

井ら 1997)。アラメおよびクロメは冬に棟の発達が盛

んであり (屯力rl:l央研究所 1988，新:JI:ら 1997)，アラ

メおよびカジメは新しい線が固着する直前の秋に11土も

国活力が低下する(電力中央研究所 1991)。このこと

から，アラメ ・カジメ類は，日本海沿岸においては，根

の発述l時期に，冬の季節風による周期の長いうねりを

ともなった放浪 (Qceanwa ves)の影響を大きく受ける

ため，i渠体の流失が激しく，波浪のより遮蔽される場

所に土| 育が制限されると考えられる 。 特に，京Víi~.) MíiË

生IIIT百川l地先に生育するクロメは，成熟してはなかっ

たが成体であり ，ほとんとすべての個体の泌長が0.4111

以下と小型で，本i也先における厳しい海水流動環境に

適応した形態と考えられる (写真 1)。

-)j，太平洋治j辛の海水流動の強い場所では，ホン

ダワラ類の分布域がより浅所にi!JIJI良され，アラメ ・カ

ジメ釘!の俊占する純|却が広がる(古1:1:11973，今li'i'ら

1 985 ) 。 太平洋沿岸では，アラメ ・ カジメ ~:ílの根が発注

する冬から奉には，日本海沿岸と比l絞して静偲て、あ

る。アラメ ・カジメ類は，太平洋沿岸では，夏から秋
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